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既往研究は総合的な分析
（地政学や破壊的イノベーションなどを含む）が弱い
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https://www.flickr.com/photos/13476480@N07/51985596446

https://www.flickr.com/photos/192902634@N05/52677597429https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/about/

https://www.whitehouse.gov/administration/donald-j-trump/



本プロジェクトの目的

• 様々な可能性を考慮
- 新技術，コストダウン・スケールアップ，環境負荷（LCA）
- 社会の方向性，経済規模，国際地政学

• 単なる分析では無意味．継続的に議論し未来へのアクションにつなげる．

シナリオ分析
の一般的特
徴

≠未来予測

＝未来へのビジョンを継続的に議論するためのツール

≠一方的なメッセージ

本プロジェクトの
シナリオ分析

＝　　（以上を踏まえた）
　　＋　定性的なナラティブ
　　＋　定量的なモデルに基づく分析



JST社会シナリオプロジェクト暫定シナリオ報告書
（96ページ）
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https://www.cn-scenario.rcast.u-tokyo.ac.jp/news/publication-20250331/　
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８．付録２：シナリオのメタ分析
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https://www.cn-scenario.rcast.u-tokyo.ac.jp/news/publication-20250331/
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ナラティブの分岐点
①

日本GX政策の
成否

ナラティブの分岐点②

グローバリズム
or

ナショナリズム

明るく豊かなCN社会
（国際協調型）

明るく豊かなCN社会
（自給自足型）

暗く貧しいCN社会

成功

失敗

グローバリズムが拡大

ナショナリズムが拡大

技術シナリオに
基づく感度解析

技術シナリオに
基づく感度解析

✓ 輸入資源価格  安
✓ 国内再エネ  高
✓ 製造業の海外移転

✓ 輸入資源価格  高
✓ 国内再エネ  安
✓ 国内製造業の維持

✓ 輸入資源価格  高
✓ 国内再エネ  高
✓ 国内製造業の維持

暫定版シナリオの全体像



JST社会シナリオプロジェクト
暫定シナリオ報告書
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https://www.cn-scenario.rcast.u-tokyo.ac.jp/news/publication-20250331/　

シナリオA
明るく豊かな国際協調型CN
社会―
脱炭素コスモポリタン

シナリオB
明るく豊かな自給自足型CN
社会―
エコ・ナショナリズム

シナリオC
暗く貧しいCN社会―
社会の崖っぷち

https://www.cn-scenario.rcast.u-tokyo.ac.jp/news/publication-20250331/


暫定シナリオA
明るく豊かな国際協調型CN社会―脱炭素コスモポリタン

• 国際協調と技術革新 : 国際協力
とAIを活用し、再生可能エネル
ギーや革新技術（グリーン水素
など）が普及。

• 経済成長と環境保護の両立 : 持
続可能で公平なエネルギーシス
テムが構築され、経済成長と環
境保護を同時に達成。

• 倫理的消費と日本のリーダー
シップ : 倫理的な選択と持続可
能なライフスタイルが重視され、
日本はエネルギー・環境分野で
世界をリード。
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暫定シナリオB
明るく豊かな自給自足型CN社会―エコ・ナショナリズム

• 地域密着型のエネルギーシス
テム: 国内資源の活用と農業と
の融合により、自給自足的な分
散型エネルギーシステムを構
築。

• 地方創生とコミュニティ重視 : 地
域と都市間の格差是正に貢献
し、コミュニティベースの運営で
社会の結束力を強化。

• 政府主導のカーボンニュートラ
ル化: 政府主導でCN製品普及と
技術開発が進み、災害適応と持
続可能な都市計画を強化。
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暫定シナリオC
シナリオC：「暗く貧しいCN社会―社会の崖っぷち」

• 経済的疲弊と格差拡大 : GX政
策の失敗や技術導入の遅れによ
り、エネルギー貧困と社会格差
が深刻化。

• 政治腐敗と不安定な社会 : 政治
腐敗と不安定な統治が続き、社
会全体の持続可能性が損なわ
れる。

• 国際的孤立と持続性の危機 : 国
際的な孤立、資源調達の困難、
AI格差による雇用喪失が発生
し、社会の安定性が危機に瀕す
るが、外圧によりCN政策は継
続。
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シナリオ作成方法：
　専門家ワークショップ × 数理モデル分析
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1. 定性ナラティブの構築
• ３回の専門家ワークショップ（１０～２０名／回）

• テーマ①：社会・倫理

• テーマ②：国際関係・地政学

• テーマ③：水素・イノベーション

• シナリオの分岐・定性ナラティブを設定

2. 定性ナラティブと定量シナリオとの接合
• 定性ナラティブの分岐から想定される定量パラメータを検討

• 数理モデルを用いた定量シナリオの推計

3. 各シナリオに至る加速戦略の検討
• １回の内部ワークショップ
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プロジェクト外部の専門家を招
いたWSを３回開催

• 「明るく豊かなCN社会はどう
なっている？」、
「暗く貧しいCN社会はどうなっ
ている？」について、
ブレインストーミング

• 「それらの社会にたどり着く／避
けるためには？」
について、
ブレインストーミング

抽出された変数 WSで得られたキーワード

社会構造の変化と

公平性

地方と都市部の教育格差・技術格差　
地方と都市部の資源循環へのアクセス格差
公平な分配と経済成長の両立可能性
世代間格差の倫理的側面
移民流入による社会の変化（高技能または低技能労働者）
所得格差の拡大やエネルギー貧困
中央と地方の権力バランスと分配

技術革新と

エネルギー政策

水素技術の開発と導入
再生可能エネルギーの普及促進
炭素税や省エネインセンティブの影響
インフラ転換の課題（都市ガスや鉄道など）
二酸化炭素回収・利用・貯留(CCSやCCU)などの技術利用
エネルギー輸送・蓄積・再利用の手法

産業構造と

経済競争力

グリーン産業政策の方向性（製造業 vs サービス業）
日本企業の競争力向上と輸出戦略
国内での研究開発と人材育成
海外技術依存と国際競争における日本の弱体化
国内産業の移転防止と国内雇用維持

国際関係と

地政学的課題

中国・インド・EU・米国などの動向と影響
WTOやFTAの役割と国際規制
資源ナショナリズムと資源リサイクル
国際協調と気候変動への対応
貿易措置や新しいルール作り
米中のグリーン投資競争（グリーンマーシャルプランなど）
国際的権力構造と日本の立ち位置

社会的価値観と

倫理

脱炭素と生活水準維持のバランス
社会の価値観
生活の質、生きがいと倫理的選択
エネルギーシステムにおける公共の受容
グリーン水素やCN製品のトレンド化

気候変動対応と

災害対策

自然災害の頻発と国際認識の変化
気候変動の悪化と移住といった極端な適応策の必要性
災害対応の強化（自衛隊出動を含む）
気候難民と社会の対応
環境教育や啓蒙活動

政策形成と意思決定

プロセス・人材育成

脱炭素政策とグランドデザインの明確化
科学と政策の接続
国際的に卓越した人材の育成
政策失敗の分析と未来への反省
日本独自のルール形成か国際協調か

シナリオ作成方法①
　定性ナラティブの構築

WSで得られた変数から、
定性ナラティブの分岐を決定
各シナリオと変数を対応付け

WS３回分のメモを整理統合し、変
数名を命名



シナリオ作成方法②
　定性ナラティブと定量シナリオとの接合

• シナリオ毎に社会経済条件（輸入資源価格／国内再エネ価格／産業需要）が異なると想定

• 数理モデル (AIM-Technology)を用いて定性ナラティブを定量化

ナラティブの分岐点①

日本GX政策の
成否

ナラティブの分岐点②

グローバリズム
or

ナショナリズム

明るく豊かなCN社会
（国際協調型）

明るく豊かなCN社会
（自給自足型）

暗く貧しいCN社会

成功

失敗

グローバリズム
が拡大

ナショナリズム
が拡大

✓ 輸入資源価格  安
✓ 国内再エネ  高
✓ 製造業の海外移
転

✓ 輸入資源価格  高
✓ 国内再エネ  安
✓ 国内製造業の維持

✓ 輸入資源価格  高
✓ 国内再エネ  高
✓ 国内製造業の維持

出力の一例

2050年時点での一次エネルギー [EJ/yr]

数
理
モ
デ
ル
を
用
い
た
定
量
化
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↓ シナリオAの社会像に至る加速戦略の例

シナリオ作成方法③
　各シナリオに至る加速戦略の検討

• 2050年の定性ナラティブ・定量シナリオを基に、
プロジェクト内で加速戦略（2050年に至るタイムラインの一例）を議論するWSを開催

国内で
水素が
主流化

国際交渉
が難航

気候影響の
顕在化により
交渉の壁が
打破。AZEC
の一員として
GHG削減を

進める

日本が
CCUSで世
界をリード。
国産技術が
世界の脱炭
素に貢献



シナリオ分析 ＝ 未来へのビジョンを
　　　　　　　　　　  継続的に議論するためのツール
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